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犬におけるトキソプラズマ症とネオスポラ症はそれぞ
れ胞子虫綱に分類される組織内寄生性原虫である Toxo-

plasma gondii及び Neospora caninumの感染による代
表的な神経系疾患で，両者は非常に類似した臨床症状を
発現する［1-3］．さらに，電子顕微鏡下ではいくつか
の違いはあるものの，形態学的にも両原虫を区別するこ
とは容易ではない［1, 4］．両原虫は恒温動物に対して
広い宿主域をもっており，犬は T. gondiiの中間宿主，
N. caninumの終宿主となりうる［1-3］．

T. gondiiに感染した犬は通常不顕性に推移するが，
ストレスや薬剤による免疫抑制や他の病原体との混合感
染により症状がしばしば顕性化する［1, 5］．T. gondii

の犬へのおもな感染経路としては猫の糞便中に排泄され

るオーシストや食肉などの組織中シストの経口摂取があ
げられ，まれではあるが経胎盤感染も報告されている
［1］．トキソプラズマ症は代表的な人獣共通感染症の一
つであるが，犬は猫とは異なり T. gondiiのオーシスト
が糞便中へ排泄されることがないことと，少なくとも日
本では食肉として供されることがないことから，人への
直接的な感染源にはならない．しかし，犬は汚物や糞
便を好んで口にする性質があることから，人へオーシス
トを機械的に媒介している可能性が指摘されている［6, 
7］．

N. caninumの場合も感染犬の大半は不顕性に推移す
るが，特に若齢犬では重症化し，高齢犬においては原虫
の再活性化による神経症状の発現をみることがある
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要　　　　　約

犬の重要な神経系感染因子である Toxoplasma gondiiとNeospora caninumの感染状況を知るために，組換え抗原を
用いた ELISAにより 2014 年に奈良県，兵庫県，和歌山県及び香川県で飼育されていた臨床上健康な家庭犬 1,979 頭
について抗体調査を実施した．T. gondiiと N. caninumの陽性率はそれぞれ 7.0％，4.2％で，1.2％が両抗体陽性であっ
た．T. gondiiの陽性率は屋外飼育犬と雑種犬でそれぞれ 11.0％，11.3％と，高い値を示した．T. gondiiと N. cani-

numの陽性率はともに 1歳以降，加齢に伴い上昇した．しかしながら，1歳未満で T. gondii陽性例がまったく検出さ
れなかったのに対して，11.1％で N. caninum陽性を示した．以上の知見は日本の家庭犬において状況や条件により
T. gondiiと N. caninumの高い感染リスクが存在していることを示唆するものである．
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ブロッキング溶液（ブロックエース，DSファーマバイ
オメディカル㈱ ,大阪）を 300μl/ウエル分注した．
37℃で 1時間放置後，この固相化プレートに 1％牛血清
アルブミン加リン酸緩衝食塩液（PBS）で 1：100 に希釈
した血漿を 50μl/ウエル分注した．37℃で 1 時間反応
後，Tween20 加 PBS（PBST）で 3回洗浄，5,000 倍希
釈ペルオキシダーゼ標識ヤギ抗犬 IgG（H＋L）抗体
（Jackson Immuno Research, U.S.A.）を 50μl/ ウエ
ル分注し，37℃で 1時間反応させた．PBSTで 3回洗浄
後，0.2M ABTS加クエン酸緩衝液を 100μl/ウエル分
注した．37℃で 30 分間反応後，415nmの吸光度を測定
し，それぞれの陽性抗原と陰性抗原の吸光度の差を
ELISA値とした．
統計学的解析：2 群間の抗体陽性率の比較はそれぞれ
カイ二乗検定を用いて検討し，P値 0.05 未満を有意差
ありとした．

成　　　　　績

SPFビーグル犬 197 頭での T. gondii及び N. cani-

numの ELISA値の平均値と標準偏差はそれぞれ 0.018
±0.045，0.014±0.027 であった．既報［10, 11］に従っ
てこれらの平均値＋3×標準偏差をカットオフ値とした
ところ（それぞれ 0.153，0.095），全 1,979 例中 138 例
（7.0％）及び 84 例（4.2％）がそれぞれ T. gondii抗体，
N. caninum抗体が陽性と判定された．両抗体が陽性と
判定されたものは 23 例（1.2％）であった．
年齢別にみたところ（n＝1,879），図に示すように

T. gondii抗体については 1 歳未満の 45 例中陽性例は
まったく検出されず，その後加齢に伴う陽性率の顕著な
上昇が観察された．そこで，便宜的に 6 歳以下の 931
例と 7 歳以上の 948 例に分けて陽性率を比較したとこ
ろ，前者と後者の T. gondii抗体の陽性率はそれぞれ
3.1％，10.4％で，両群間に有意差が認められた（P＜
0.0001）．一方，N. caninum抗体についても 6 歳以下
と 7歳以上の陽性率に有意差が示されており（それぞれ

［1］．また，N. caninumは比較的容易に経胎盤感染を
起こし，その子犬は高い頻度で致死的な神経症状を発現
するといわれている［8］．なお，人において N. cani-

numに対する抗体の存在を示す報告はあるが，人への
感染性や病原性については証明されていない［1, 2］．

T. gondiiと N. caninumは小動物の獣医療における
重要な病原体の一つであり，これら感染症の現状を把握
しておくことは動物の臨床だけでなく，公衆衛生学的に
も重要と考えられる．そこで，本研究では近年の日本に
おける両原虫感染の疫学を知る一助として，大腸菌遺伝
子組換え抗原を用いた酵素免疫吸着測定法（ELISA）に
より家庭犬を対象とした抗体調査を実施した．

材 料 及 び 方 法

犬血液：2014 年 3～8 月に奈良県，兵庫県，和歌山
県及び香川県の動物病院（それぞれ 1，5，2，1 カ所の
病院）に健康診断のために来院した一般の家庭で飼育さ
れている外見上何ら症状を呈していない（臨床上健康
な）犬の中から無作為に抽出した 1,979 頭から EDTA-
2Na処理で抗凝固処理血液を採取した．採取後は速や
かに郵送にて遠心上清（血漿）をマルピー・ライフテッ
クに送付し，抗体検査に供試した．さらに，各供試犬の
情報として年齢，性別，避妊去勢の有無，品種をカルテ
から，飼育環境を病院での飼い主からの聞き取りにより
入手した．また，抗体検査のカットオフ値（陽性判定値）
の設定のために，SPFビーグル犬 197 頭の血漿を供試
した．
抗体検査：T. gondii及び N. caninum特異抗体の検

出はそれぞれ大腸菌遺伝子組換え TgSAG2 抗原［9］及
び NcSAG1 抗原［10］を用いた ELISAで実施した．す
なわち，陽性抗原として TgSAG2 または NcSAG1，陰
性抗原として大腸菌グルタチオン Sトランスフェラー
ゼ（GST）をそれぞれ 10mM炭酸緩衝液（pH9.6）で
1μg/ml に調整した液 50μl/ ウエルを 96 ウエル
ELISA用プレートに分注した．37℃で90分間固相化後，
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7.0％が T. gondii抗体が陽性と判定された．そして，屋
外飼育犬と雑種犬に限定するとその陽性率はそれぞれ
11.0％，11.3％と，高値を示した．この成績は依然とし
てわが国では犬において決して低いとは言えない感染リ
スクが存在していることを示すものである．T. gondii

抗体陽性率の加齢に伴う上昇が犬や猫の過去の疫学調査
結果で示されているが［14-16］，本研究でもきわめて
顕著な加齢に伴う陽性率の上昇が観察された．この成績
は本原虫の水平感染が高頻度であることを強く示唆する
ものであり，その主要な感染経路は屋外でのオーシスト
の暴露によるものと思われる．なお，一般的に雑種は純
血種に比べて外出や屋外飼育の頻度が高く，屋外飼育の
条件と同様に高い陽性率となったものと推測される．ま
た，犬が人への T. gondiiのオーシストの機械的ベク
ターであることが指摘されており［6, 7］，本研究の成
績は特に屋外飼育犬や外出頻度の高い犬については公衆
衛生的な問題についても考慮する必要性を示すものと考
える．
一方，N. caninum抗体の陽性率については T. gondii

のような飼育環境や品種による差はみられなかった．こ
の知見は屋外での N. caninumの感染リスクは必ずしも
高いものではなく，食肉中のシストや垂直感染などその
他の重要な感染経路が存在しているものと考えられる．
N. caninumにおいても緩やかではあるが，同様に加齢
に伴う抗体陽性率の上昇が観察された．しかしながら，
1歳未満において T. gondiiの抗体陽性例がまったく検
出されなかったのに対して，5例（11.1％）で N. cani-

num抗体が陽性と判定された．N. caninumに感染した
母犬では非常に頻繁に，かつ反復して経胎盤感染が起こ
るといわれており［8, 17-19］，さらに過去のいくつか
の疫学調査では 1歳未満の N. caninum抗体の陽性率が
1 歳以上に比べ高値を示す成績が示されている［20，
21］．本研究での 1歳未満の N. caninum抗体陽性例は
8カ月齢以上であったため移行抗体とは考えにくく，経
胎盤感染例の可能性が高いものと推測される．残念なが
らこれら 5例の予後についての情報を得ることができな
かったが，1歳以降に観察された N. caninum抗体陽性
率の著減は，経胎盤感染子犬における高頻度な致死的症
状の発現に起因しているものと推測される［8］．
本研究により，日本の家庭犬における T. gondiiと

N. caninumの感染状況の概要を得ることができたもの
の，調査地域が近畿と四国の一部に限定していたことか
ら，日本での両原虫感染の疫学を示すには十分な成績と
は言えない．さらに，T. gondiiと N. caninumは産業
動物における主要な繁殖障害の感染性因子でもあり
［22, 23］，そのリザーバーとしての面からも犬での両原
虫の感染状況は重要と思われる．以上のことから，両原
虫感染に対して，より正確かつ詳細で，時宜にかなった

2.9％，5.5％； P＝0.0052），T. gondiiに比べると緩や
かではあるが，1歳以降，加齢に伴う陽性率の上昇が観
察された（図）．しかし，T. gondiiと違って 1歳未満で
5例（11.1％）の N. caninum抗体陽性例が観察されて
おり，1 歳以上の陽性率（4.0％； 74/1,834）と比較し
たところ有意に高値であった（P＝0.0195）．
その他の項目の検討では，表に示すように T. gondii

の抗体陽性率では雑種が純血種に比べて有意に高く，屋
外飼育が室内飼育に比べて有意に高い成績であった（そ
れぞれ P＝0.0035，P＝0.0091）．一方，N. caninum抗
体については各項目とも陽性率に有意差は示されなかっ
た．

考　　　　　察

衛生状態の改善や生活習慣の変化などにより，日本で
の T. gondiiの感染率は人，動物ともに近年減少傾向を
示している［12-15］．しかしながら，本研究において
見かけ上健康であっても一般家庭で飼育されている犬の

表　犬の性別，避妊去勢の有無，品種別，飼育環境別及び
食事別に見た T. gondii 抗体及び N. caninum抗体検
査結果

項　目 測定数
陽性数（陽性率）

T. gondii N. caninum

性　別
雄 n＝945  63

（6.7％）
33

（3.5％）

雌 n＝923  73
（7.9％）

48
（5.2％）

去勢の 
有　無 
（雄）

有 n＝267  15
（5.6％）

11
（4.1％）

無 n＝678  48
（7.1％）

22
（3.2％）

避妊の 
有　無 
（雌）

有 n＝416  33
（7.9％）

18
（4.3％）

無 n＝507  40
（7.9％）

30
（5.9％）

品種別
雑　種 n＝247  28

（11.3％）
14

（5.7％）

純血種 n＝1,701 107
（6.3％）

67
（3.9％）

飼　育 
環境別

室　内 n＝870  52
（6.0％）

33
（3.8％）

屋　外 n＝218  24
（11.0％）

 8
（3.7％）

両　方 n＝882  62
（7.0％）

41
（4.6％）

食事別

家庭料理
のみ n＝18   1

（5.6％）  0

市販フード
のみ n＝1,140  83

（7.3％）
51

（4.5％）

両　方 n＝355  25
（7.0％）

16
（4.5％）

＊品種別（雑種と純血種），飼育環境別（室内と屋外）で
T. gondii抗体陽性率に有意差あり（それぞれP＝0.0035，
P＝0.0091）．
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疫学情報を提供できるように今後も継続した調査に努め
ていきたいと考えている．
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Prevalence of Toxoplasma and Neospora Antibodies in Clinically Healthy Household 
Dogs in Some Par ts of the Kinki and Shikoku Regions
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SUMMARY

To investigate the prevalence of Toxoplasma gondii and Neospora caninum infections, which are clinically 
impor tant infectious agents of the ner vous system, in dogs, we per formed antibody tests for T. gondii and 
N. caninumn using ELISA with recombinant antigens.  Of 1,979 clinically healthy household dogs living in the 
prefectures of Nara, Hyogo, Wakayama, and Kagawa in 2014, 7.0% were positive for T. gondii antibodies, 4.2% 
were positive for N. caninum antibodies, and 1.2% were positive for both.  Dogs kept outdoors (11.0%) and 
crossbred dogs (11.3%) showed higher T. gondii antibody positive propor tions than dogs kept indoors.  Both 
positive propor tions of T. gondii and N. caninum antibodies increased with age in the dogs aged one year or 
older.  However, among the dogs under one year of age, none were T. gondii-positive, whereas 11.1% were 
positive for N. caninum .  The above findings indicate that household dogs have a risk of T. gondii and 
N. caninum infections in Japan depending on how they are kept.
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